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R03 問１１
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R03 問１１
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支線に生じる張力𝑇は

𝑇 = 15 × 5 = 33.54 kN

支線に求められる引張強さ𝐹は

𝐹 = 安全率 × 𝑇 = 1.5 × 33.54 = 50.31 kN

素線1本あたりの耐荷重は

1.23 kN/mm2 ×
2.9 mm

2

2

× 𝜋 = 8.12 kN

必要な素線数𝑥は
8.12 × 𝑥 > 𝐹 → 8.12 × 𝑥 > 50.31 → 𝑥 > 6.2

支線の最小素線数は7本となる
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R03 問１１
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使用電圧と最大使用電圧
電気設備技術基準の解釈（通称 電技）より

（用語の定義）
第１条

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

（例）
公称電圧22000 Vの場合

𝑉𝑚 =
22000

1.1
× 1.15 = 23000 V

公称電圧6600 Vの場合

𝑉𝑚 =
6600

1.1
× 1.15 = 6900 V
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高圧又は特別高圧の絶縁性能
電気設備技術基準の解釈（通称 電技）より

【高圧または特別高圧の電路の絶縁性能】
第１５条

高圧又は特別高圧の電路は、次の各号のいずれかに適合する絶縁性能を有すること。

一 表に規定する試験電圧を電路と大地との間（多心ケーブルにあっては、心線相互間及び心線と大地との間）に連続して
10分間加えたとき、これに耐える性能を有すること。

二 電線にケーブルを使用する交流の電路においては、表に規定する試験電圧の2倍の直流電圧を電路と大地との間（多心
ケーブルにあっては、心線相互間及び心線と大地との間）に連続して10分間加えたとき、これに耐える性能を有すること。
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高圧又は特別高圧の絶縁性能
電気設備技術基準の解釈（通称 電技）より

【機械器具等の電路の絶縁性能】
第１６条

変圧器の電路は、次の各号のいずれかに適合する絶縁性能を有すること。

一 表中欄に規定する試験電圧を、同表右欄に規定する試験方法で加えたとき、これに耐える性能を有すること。 
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R0２ 問１２
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R0２ 問１２

7000

1.5

500

1.25

7000



Copy right © 電験どうでしょう 10

R0２ 問１２
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最大使用電圧を導出する

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

𝑉𝑚 =
22000

1.1
× 1.15 = 23000 V

試験電圧𝑉𝑇は左の表の条件より

𝑉𝑇 = 1.25 × 23000 = 28750 V
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R0２ 問１２
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R03 問１２
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R03 問１２

最大使用電圧を導出する

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

𝑉𝑚 =
6600

1.1
× 1.15 = 6900 V

試験電圧𝑉𝑇は表の条件より
𝑉𝑇 = 1.5 × 6900 = 10350 V

二 電線にケーブルを使用する交流の電路においては、表に規定す
る試験電圧の2倍の直流電圧を電路と大地との間（多心ケーブル
にあっては、心線相互間及び心線と大地との間）に連続して10
分間加えたとき、これに耐える性能を有すること。

直流を加える場合、試験電圧の2倍の直流電圧を印加

𝑉𝐷𝐶 = 2 × 𝑉𝑇 = 20700 V
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R03 問１２

1線の対地静電容量𝐶は
𝐶 = 0.45 μF/km × 0.22 km = 0.099 μF

𝐼 = 3𝜔𝐶𝑉𝑇 = 3 × 2𝜋 × 50 × 0.099 × 10−6 × 10350
= 0.965 A

𝑆 = 𝑉𝑇 × 𝐼 = 10350 × 0.965 = 9990 VA ∼ 10 kVA 等価回路

𝐶 𝐶 𝐶

𝐶 𝐶 𝐶10350 V
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R03 問１２
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R03 問１３
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R03 問１３

需要家
設備容量
[kW]

最大需要
電力 [kW]

平均需要
電力 [kW]

合成最大需要
電力 kW

A

B

C

需要率 =
最大需要電力

設備容量
× 100 %

負荷率 =
平均需要電力

最大需要電力
× 100 %

不等率 =
個々の最大需要電力

合成最大需要電力
× 100 %
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R03 問１３

需要家
設備容量
[kW]

最大需要
電力 [kW]

平均需要
電力 [kW]

合成最大需要
電力 kW

A 800 440 220

928B 500 300 210

C 600 420 252

需要率 =
最大需要電力

設備容量
× 100 %

負荷率 =
平均需要電力

最大需要電力
× 100 %

不等率 =
個々の最大需要電力

合成最大需要電力
× 100 %

需要家A
800 × 0.55 = 440 kW
800 × 0.55 × 0.5 = 220 kW

需要家B
500 × 0.6 = 300 kW
500 × 0.6 × 0.7 = 210 kW

需要家B
600 × 0.7 = 420 kW
600 × 0.7 × 0.6 = 252 kW

合成最大需要電力
1

1.25
× 440 + 300 + 420 = 928 kW



Copy right © 電験どうでしょう 19

R03 問１３

需要家
設備容量
[kW]

最大需要
電力 [kW]

平均需要
電力 [kW]

合成最大需要
電力 kW

A 800 440 220

928B 500 300 210

C 600 420 252

平均需要電力の和から1日分の電力量を求める
220 + 210 + 252 × 24 = 16368 kWh

総合負荷率 =
全体の平均需要電力

合成最大需要電力
× 100 %

220 + 210 + 252

928
× 100 = 73.49 %
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ご聴講ありがとう
ございました！！
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